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シングの詩の言語と文体
広　田　典　夫
　シソグJohn　Mi11ington　Synge（1871～1909）の最初の詩集である250部隈
定のキュアラ・プレス版が世に出たのは，かれの没年の1909年一死の2週問
後一である。この詩集の中には16篇の詩が収められている。つづいて1910年に
市販本がマソセルから出たが，イエイツはこの中に6篇の詩を増補している。
1962年に出版されたシソグの全集本00”θc肋豚0κ桃　の中には，編集考の
Robin　Skeltonがシソグの末発表の詩の原稿を整理し，新たに36篇の詩を加
え，全部で58篇の詩が収められている。
　そこで，この58篇の詩を材料として，シソグの詩の言語と文体という間題を
考えてみたい。具体的には，用語　　語彙一の面からとシソタックスの面か
らと，その両面から分析し考察してみることにす私
I　語　彙　Vocab111ary
　先ず語彙の問題であるが，G．Udny　Yuleはr文学上の語彙の統計的研究』
τ加S工α眺肋α1S肋妙ゲ五ク伽妙γ0Cαあ”αηの中で，「ある作家の作品の特
性・味わい（SaVOur）は，……大体において，例外的な語ではなく，平凡な語，
作家が繰り返し繰り返し用いている普通の日常語によって決定される」ωと述
べてい私これは全く正しい見解だと思われ乱それでは，シソグの詩の中で，
一体どのような語が数多く用いられているであろうか。この問題を明らかにす
るため，語彙の中でも，その性質上最も重要な位置を占める名詞・形容詞・動
詞について統計的に調査Lてみることにする。
259
　142
　1名　詞　Nou㎜
　シソグの詩の中で，3度以上用いられている名詞を取り出して分類してみた
のが次の表である。左端の数字は頻度数を示す。
　20　man
　13　night
　12　year
　11　God
　1O　life，queen，star
　　g　10Ve
　　8　1ip，sou1
　　7　hand，score，sea，way，word
　　6　death，delight，foot，girl，glen，Lord，moon，woman
　　5　c1oud，Danny，face，leaf，mouth，song，sun
　　4　Beg－Imish，bird，brow，ear，eye，f1ower，gold，hel1，heart，1ady，lark，rain，
　　　sister，thmsh，town，wind，woe
　　3　breast，change，church，D1mquin，fate，hare，head，kiss，Iad，lane，light，
　　　mate，Maurya，May，Meath，might，month，mountain，net，peeler，priest，
　　　Ronsard，season，skin，sky，storm，tear，tree，wren
　若干2音節の語もあるが，殆どの語が，短い1音節の平易な目常語であ乱
われわれの目常生活に密接Lている語が大部分であるが，その中でも，人問・
人体・動物・鳥・植物などを表わす語がかなり多く用いられているので，次に
これらを別に分類してみることにする。2回以上用いられている語は，かつこ
の中の数字でその頻度数を示した。　　　　　　・
Human　being
　baili丘，bastard，boy（2），child，cove，daddy，dunderhead，fellow，female，folk，
　jobber，homey（3），idiot，lad（3），lady（4），maid，maiden，man（20），mate（3），
　nymph，passer（2），pauper，peasant，peeler（3），player，poet，queen（10），sinner
　（2），sister（4），tinker，twin，weaver，widow，woman（6），wretch
Human　body
　arm（2）・beIly（2），bone（2），bosom（2），breast（2），brow（5），cheek，chin，ear
　（4），eye（4），face（5），五nger（2），foot（6），9ul1et（2），9ut，hair，hand（1つ，head
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（3），hea］lt（4），hee1（2），jaw，1旺ynx，1ip（8），liTer，lung，mouth（5），neck（2），
nose（2），shin（2），skin（3），temple，thigh－bone，throat（2），thumb，tongue，tooth
Animals，Birds
　ass（2），bat（2），badger（2），bee（2），bitch，blackbird，cat，cock，chiffcha耐，crab，
　cur－dog（2），cur1ew，daw，dog，ee1，Hea，gannet，goat，gu11，hare（3），hen，
　kestriI，1ark（4），linnet，lion，muIe，ousel，pigeon，pipit，puuet，seaI，sea－serpent，
　sparrow，spaπow－hawk，squirre1，stare，thrush（4），vermin，water－hen，weasel，
　worm，wen（3）
P1ants
　bark，beech，birch，bracken，cabbage，carragreen，celandine，chestnut，　haze1，
　heath，heather（2），oak（2），rose，rush，turf，vine－root，weed
　人問・人体に関する語は，使用されている全体の名詞の約10％強を占めてい
る。人間に関する語の中で，Pee1erは俗語，horneyはAnglo－Irishで，と
もにPo1icemanの意味である。coveはman，fellowを表わす俗語である。
人体に関する語には，人体の各部を表わす名称として一般に用いられている語
は殆ど網羅されれている観があり，その中の，be1ly，9ut，9uIlet，larynx，1iver
などは，上に挙げた俗語と同様に，亘．αWyldが，r英詩用語の諸相』g中
で述べているr気品高い詩には不適当な語および表現」ωにあたる，あまり上
品でない語ということができるであろう。
　動物・鳥・植物を表わす語は，全体の名詞の約9．5％と，やぱり1割近い比率
を占めている。日常生活に関係の深いものばかりであるが，この中にも，bitch，
cur－dog，f1ea，vermin，wormなど，およそ，それまでの詩の用語としては縁
遠いようた語が含まれている。特にbitchなどぱ，今目の日常用語としても使
用を避げられる語ではあるまいか。
　シソグのp1aysの中で，直楡simileが極めて夫きな位置を占めているこ
とについては，筆者は先に，「シソグのアソグロ・アイアリッシニとそのイメ
ジャリー」｛割と題する小論において述べた。その中で，直楡の第2項として用
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られている名詞を分類してみた結果，人問・人体を表わす名詞が全体（112例）
の37％，動物・植物を表わす名詞が28％と，この両者が大きな比率を占める事
実を指摘したが，これは，シソグがアイルランドの荒涼たる自然の中に住む無
知で素朴な自然人に近い農民・漁民に強く心を魅きつげられ，かれらの生活・
心情をリアリズムをもって描き出そうとした当然の結果であろうと思われる。
シソグの詩に。もやはり，人問・人体・動物・植物などを表わす名詞が多いとい
うかれの戯曲と共通する事実は，「実生活の詩」を目指すシングの詩に対する
根本的姿勢を裏づげるものではなかろうか。
　シソグのの詩の中の名詞で，特に著しい特色を示すものに固有名詞がある。
単に固有名詞が数多く用いられているというだけではなく，AngI0－Irishを含
む極めてアイルランドの色彩の濃い固有名詞が多く用いられている点に，その
特色がある。
　固有名詞には様々の種類があって，普通名詞やその他の名詞とはっきりとし
た区別のっかないものもある。家族関係を表わすfather，mOther，uncle，baby
などをその中に含める場合もあり，Nα肋〃is　the　best　physician．のNature
のように擬人化されたもの，Smday，October，Christmasたど旺日名，月名
など一Poutsma（G7舳舳πXXXI15）によれぱ，これはすべて普通名詞
一これらすべてを固有名詞とみなすこともできる。Curme（λ㏄肋〃ωpp・
1～2）は，the　Gemansやthe　Christmas，the　Negroesなど，普通名詞とみ
なさるべきものも固有名詞として取り扱ってい飢
　シソグの詩にも擬人化されたDeath，Night，MercyやSmday，May，June，
その他God，Lord，Scriptureなどの固有名詞が見られるが，ここでは一応地
名と人名に限って考察してみることにする，地名・人名ともに48例で，両考あ
わせて96例，これは全体の名詞の約15％にあたる。頻度数は別として，詩の中
で用いられている名詞の15％を固有名詞（地名・人名）が占めているという事
実は，一っの犬きな特色に数えてよいと思われる。しかも，地名の大半の73％
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（35例）を占めるものが，アイルラソドに関係した地名であり・人名の半分近
くが，アイルラソド的色彩の濃いものである。シソグの詩の中にでてくる地名
と人名のすべてを次に挙げてお㍍
Place　names
　Aranmore，Bangor（村），Ballyh皿e（〈Bauyheer，村），Ballycroy（村），Beg－Innish
　（＝the　smau　island），Belmullet（町），Be11erie（？），Bingha皿stown（村〉，Boy1e
　（市場町），Caragh　Glen（Kerry州にある峡谷），Camareagh（tOwn　landの名～），
　Cob1enz，Coom，Coomasah趾m　（Kerry州にある湖），COnnaught，COmemara
　（Galwayの西都），Crossmo1ina（町），Droum（＜Drum，Mayo州の教区），Dubh
（峡谷），Dublin，Dunquin（Kerry州の教区），Erris（Mayo州にある男爵領），France，
　Galway，Glanna（〈Glannagb，Lon敦ordのtown　la皿d），Glencree（渓谷），G1en・
　ma㎝ass，Kiuacreest（＜KiIchreests？），Leinster，Ly㎝，Main，Mayo，Meath，
　Mount　Jerome（DublinのProtestantの墓地），Momtjoy（Dubli皿の刑務所），
　Munet（岬），Pisa，Rhine，Rome，Sahara，Seine，SmW皿a，Spain，Thomond（North
　Mmsterの王国），Tubber（町）、Ulster（地方名），Vogelweide，Wicklow
Personal　names
　Angus（ILの愛の神），Beaumont，Bert，BIaskets（？），Byme，Cassandra，Cer－
　vantes，Christ，Crashaw，Danny，Deirdre，Eros，Etain（Sheeの女），Fand（Shee
　の女王），Foxy　Jim，GIoriam（＝Eizabeth　I），Green，Helen，Jane　of　Jewry，
　Job，Jude，Judith，Kateen－Beug（二sma111ittle　Kate），Lucrezia　Crivelli，Maeve
　（C㎝nachtの女王），Marot（回Marlowe），Maurice　Kean，Maurya　Jude，Maurya
　Prendergast，M’riarty　Jim，Moma　Lisa，Naiad，Nashe，Nick，Patch　Shaneen
　（＝little　Shawn〈John〉），Red　Dan　Philly，Red　Dan　Sal1y・Red　Sha㎜Magee・
　Ronsard，Shaneen，Sheba，Shee（〈Sidhe，fairy　people），Synge，Thomas　F1ynn，
　Titian，Usheen，Vill㎝，Walter
　人名の中で，MauryaPrendergastなどは，TR．Hennによれぱ，「極めて
Anglo・Irish的な名前」（highly　Anglo－Irish　name）ωである。
　シソグの戯曲の中のAnglo－Irishは有名である。しかし，かれの戯曲にみ
られるようなAng1o－Irishの語法上の特徴は，後に述べる関係代名詞の省略
のほかは，かれの詩の中には殆どみあたらない。けれども，われわれがかれの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　263
　146
詩の中にAng1o－Irishを濃厚に感じ取る理由は，上に挙げたような固有名詞
によるものではあるまいか。母語とも言うべきAnglo・Irishの固有名詞の数
多い使用は・シソグの詩の用語の大きな特色の一っと言えるであろ㌔
　Josephine　Milesは肋θCo〃伽〃伽ψp02肋工α昭伽雛r詩の用語の連
続性』の中で，「詩の用語は時代により，叉各詩人によって変化する。しかし，
基本的な動詞一come，9o，make，see，knowなど一や，形容詞一馴eat，
g00dなど一は，各時代を通じて，すべての詩人の変らない用語となってい
る。これに対し，各詩人毎に，叉各時代毎に変化する名詞こそが，純粋に詩人
の内容を表わす」㈲というようたことを述べているが，確かに，名詞が一番端
的に詩人の個性，特質を表わしていると思われる。この意味で，シソグの用い
た名詞の特徴一短い平易な日常語，特に日常生活に密接に結びっいている人
間・人体・動物・鳥・植物などを表わす語や，Anglo・Irishの色彩の濃い固有
名詞の多用など一は・とりもなおさず・シソグの詩の特徴と言えるであろ㌔
　2　形容詞　Adj㏄ti▼e8
　2度以上使用されている形容詞を表にして次に挙げておく。左端の数字は頻
度数を示す。
8young
7great
6　dead，1ong，sad
5　black，go1den
4　grey，happy，1ittIe，new，old，sweet
3　fair，gay，high，1onely，sick，wet，white，wi工d，w三thered
2　bIoody，deep，grand，green，human，honest，jealous，merry，poor，rotten，
　si1ent，steep，windy，wintry，yeaming
　上の表を見ればすぐに解ることであるが，大部分が1音節のevery　day　use
の語である。語源的には，0E以来のAng1o－Saxon系統の語が圧倒的に多く，
外来語であるRomance語系統の語は，9ay，9rand，human，honest，jea1ous，
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poor，si1entの7語のみである。一蜘こ，Anglo・Saxon系続の語の方がRo－
manCe語系統の語より平易である点から考えてみると，シソグの用いた形容
詞にAnglo－Sax㎝系統の語が多い事実はシソグの用語が平易な日常語である
ことを裏付ける一っの理由として挙げてよいのではあるまいか。
　更に，形容詞の中から色彩語を敢り出して分類したのが次の表である。数字
は頻度数を示す。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計
　a．赤緋色系　brown（1），red（1），sca「1et（1）　　　　　　　　3（10％）
　b．青緑色系　blue（1），gre㎝（2）　　　　　　　　　　　　　3（10％）
　c．黄色系amber（1），go1d㎝（5）　　　　　　　　6（21％）
　d．灰黒色系　black（5），91oomy（1），9rey（4），murky（1）　　11（40％）
　e．白色系smwy（1），white（3），whitened（1）　　　　5（18％）
　詩の中の用語としては，シソグの色彩語は数も種類も少なく・その占める位
置はかなり低いと思われるが，その中でも，牽やかで明るい赤色系統の語は極
端に少なく，暗い灰黒色系の語の方が蓬かに多い。このことも叉，アイルラソ
ドの厳しい自然を背景としたシソグの「実生活の詩」の内容を物語るものであ
ろう。
　　3動詞Ye｛s
　先にも引用したように，Josephine　Milesは，基本的な動詞は，各時代を通
じてあらゆる詩人の変らない用語となっていると述べているが，Milesが基本
的な動詞の例として挙げたcome，go，make，see，knowなどが，シソグの詩
においても，著しく高い頻度数を示しているのは当然のことと言えるであろう。
それ故，多く用いられている動詞がシソグの詩の言語の特徴を示しているとは
思われないのであるが，次に一応4回以上使用されている動詞を表にして挙げ
ておく。そしてただ，これらの動詞はすべて1音節の語であり，この表に含ま
れない比較的頻度数の少ない動詞も殆どすべて，短い基本的な日常語であるこ
とを付げ加えておくにとどめるo
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18　see
15　go，have
12　know
11　hear，1ive
1O　come
　g　die，meet，say
　8　make
　7　grow，lie，Pass，sing
　6　curse丘nd，let，1ove，take
　5　ask，dance，hold，lay，1eave，stea1，tum，wash，waiI
　4　draw，m，kiss，look，p！ay，stretch，stand，畠it，think
　以上ごく簡単にではあるが，シングの詩の言語を語彙の面から分類し考察し
てみた結果，シングの用語の第一の特色は，難しい抽象的な語が少なく，平易
で具象的な日常語が多いという点にあると思われる。勿論，古語，詩語と呼ぱ
れるものも若干見うけられる。これには，ye，thou，thee，thy，nigb，mught
などがあるが，犬体これくらいのものである。いわゆる，pOetic　dictiOnと呼
ぱれる語も殆ど無いといってよいようである。これに対し，それまでの一般通
念において，詩には不適当と思われるような語や俗語が，かなり多く用いられ
ている。
皿構文Sy皿tax
　一語順Word－order
　現代英語の文構造において，語順の占める位置は甚だ夫きいと言わねぱなる
まい。現代英語には，いわゆる文法はない，語順があるのみだ，と極言する人
さえもいるほどである。複雑な語尾変化inf1exionを持つ0Eにおいては，
語順は比較的自由であった。OE→ME→lV［od．Eという英語の発達の歴史は，
語尾変化の消失と，謁煩の確定の歴史といってよいのではあるまいか。現代英
語では，主語十述語S＋Vの語順が，そして更に述語の内部構造としては，
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動詞十補語十修飾語V＋C＋M，或は，動詞十目的語十修飾語V＋0＋M
の語順が，習憤的なものとして確立されている。また，限定形容詞Attributive
adjetiveとhead・word（N）との語順は，原則的には，A＋Nとなっている。
ところが，詩ではこの習憤に従わず，屡々自由た語順による語の配列がみられ
飢そこで，シソグの詩の語順にはどのような配列のものがあるかを検討して
みることにする。
　a，V＋S
　散文でも詩でも，主語十述語が普通の語煩であるが・これが逆になる場合が
あ飢r倒置」inVerSiOnと呼ぱれるものである。疑問文・感嘆文・祈願文で
は，散文でも倒置が普通の謝順であるから，ここでは平叙文における倒置のみ
を取り扱うことにし，次に例を挙げておく。
　　Yet　on　the　bank　sti11∫初gs肋2刎〃η〃7鰍（G1舳c吻〃舳）
　　Thrice　cme1力〃刎ツカ払（肋R2加〃oπ）
　　From　Heaven地舳∫8刎thee，Wherefore　here～（τ加脇棚｛o〃）
　　No　daughter　of　men〃o”〃1肋oosパor　my　mate（〃助ゲ伽g）　　一
　第3例は，v＋S＋V，第4例は，0＋v＋S＋Vの語順である。
　今目，散文でも倒置が行われることがあ私副詞が文頭にきた場合一一特に
否定の副詞一とか，一種の強意文の場合などである。叉，“Good－night，sir，”
saidthepoliceman．（0’Henry：A伽7τ伽卿γθ〃s）のように引用文の後で
は，say＋Sの形が多く用いられている。シソグにもsay＋Sの形が3例ある。
これらをすべて含めセ，倒置め文は全部で13例にすぎず，全体（464例）の僅
か3％弱でしかない。
　b．〇十S＋V
　　吻プ比3yOu，H　See　again　（B”〃α6ρ戸α月ω〃ψ27）
　　肋〃s肋閉邸I’ve　brought缶om　Spain　and　France（B昭一1舳舳）
　　In　her　gutsαgω〃｛勿g　give　her　（＝11乃2C〃術2）
　第3例ば，間接目的語が動詞の後に続き，直接目的語が動詞に先行した例で
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あ飢この語順のものは全部で17例で，全体の4％弱であ乱
　c．S＋0＋V
　　I　moaned，‘Sad，resolute，Iま07切72刊ee：（τ乃21ηs5勿κo〃）
　　For　my　own　soul　I　wouldα〃07〃create，（丁加C舳の
　　I　sta廿upon　a　stoney　way／Untrod　by　feet　of　men／吻∫炉閉g肋07〃ω冶閉ωs
　to　display　（1〃”1｝α”1）加η）
　第2例は，S＋v＋O＋▽の形式であり，第3例は，不定詞の目的語が不定
詞に先行した例であり，これも含めてこの語順のものは9例あり，全体の2劣
弱にあたる。
　d，S＋C＋V
　　Alone　he　wound　his　wonted　ways，／λ1o榊酬∂〃〃21o砂〃did　die（助伽助）
　　You’11qu三teα7伽5〃fee1（B”〃α∂oグα月αψ3つ
　　To　where　their　fel1ows　c榊閉μ〃lie（〃αW刎〃αη）
　この形は，上に挙げた3例のみであ私
　e．S＋M＋V＋（O），S＋V＋M＋（0），M＋S＋V
　　When　we伽伽did　meet（1閉αD7ε舳）
　　When　clouds　and　mists　infold　thee　romd／．．。And　o’27伽θweep　mtil　the
　堅ound／Is　murky　as　the　weather（λ〃o閉励〃C〃2の
　　No　h1ユman　heart　lo〃〃drew　nigh（助伽肋）
　　Humming伽G”伽sad　songs　while　you　dust（τ加S2〃伽gα〃）
　　Tllen70舳∂we　went　the　lane　by　Thomas　Flym（1刎K〃η）
　ここでは，修節語（M）の位置が多少とも普通の語順に従っていない例を挙
げたのであるが，全部で15例ほどあ私
　以上，動詞を中心として，主語と述語の倒置，及び述語内部で謝1頁が多少と
も普通の語順と異なるものを取り上げてみたが，この中には，散文にもかなり
多く見られる配列のものもある。しかし，これら全部を含めて，何らかの意味
で語1順が普通の配列と異なるものは，全体の12％ほどにしかすぎない。比較的
謁頂の自由な詩においては，この数値はかたり低いものと思われる。
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　i　N＋A
　限定形容詞がhead－wordの前に置かれるのが原則であると前に述べたが，
散文でもこの原則が破られることがある。例えぱ，A　police　o砒cerα〃α肋
is　more　dangerous　to　the　wise　than　apoliceα幽㈱∫伽（W．S．Ma㎎ham：
〃∫∫K肋9）では，amiableとaggressiveという2つの形容詞が夫々head・
wordの後に置かれている。amiableのように一able（一ible）で終る形容詞
は屡々head・wordの後に置かれることがあるが，agressiveがa　police
0箭cer　aggressiveの語j順をとったのは，a　pOlice0価cer　amiableとのリズ
ムの関係であろう。一方，詩では，強意的効果を求めるためと韻律・押韻など
の関係から，形容詞をhead－wOrdの後に置くことは大へん自由であり，その
例は非常に多く見出せる。しかし，シソグの詩の中で形容詞がhead・wordの
後に置かれている例は意外なほど少なく，次に挙げる12例しかない。これは限
定的に用いられている形容詞の約6刎こすぎない。
　　But　to　fulfil　my　fate伽ゐo閉（λ〃；o舳肋物C〃2の
　　AChristlesscreed，伽ぴ2伽1ω∫，∂伽惚，（τ加C〃θの
　　Upon　these　pagesα4功and　o1召”れ　（1〃σ1｝刎jDあη）
　　I　heard　low　music　wa…1／Woe〃励o〃，wed　to　fear，（〃α肋刎舳1〃ゐs）
　　Que1led　by　terror∫加〃（乃〃）
　　Won　by　face　so伽7（〃〆）
　　AGod，伽伽閉伽，g〃of，（〃R2あθ〃o勉）
　　I　saw　among　the　c1ouds　one　woman〃ゐ伽／Star－1ike　descend．（丁肋吻5伽肋〃）
　　A　season此肋with　mists　and　rain，（助伽助）
　　And　we　have　played　the　masque　of　May／So鋤肋and　oo〃閉o妙1”αand
　8η（丁加〃ωσ脇ψ吻ツ）
　　And　there　we　played　the　masque　of　May／So　o〃and初ガ〃2and幽ツ（乃｛”）
　　Grow　with　a　love　and　longing伽ω（乃姐）
　上の例の中で，A　season励肋〃棚〃∫ねα〃κoク刎のように，形容詞に
附加語が接続している場合には，散文でも当然形容詞ぱhead・wordの後に置
かれる。叉，these　pages　c7幼and　o12〃のように2つ以上の形容詞が1個
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の名詞を修飾する場合にっいては，Poutsma（G〃刎〃〃VII互111）は，
「明確さや強意をはっきりさせるため，叉は，文体上の効果のために，名詞を
形容する2個若しくはそれ以上の修飾語は往々にして名詞の後に置かれる」と
述べている。更に，face　so〃γのような例については，Zandv∞rt（肋〃一
ろoo后705）は，「soやmOreやmOstが前についた形容詞は，それが修飾す
る名詞の後に置かれることがある」と説明している。こうみてくると，脚韻な
どの純粋に詩的な理由によって，形容詞がhead・wordの後に置かれている例
は，甚だ少ないものになってしまうのである。
　2　複合時制　Comp01md　tense
　詩には一般に，現在完了・過去完了・未来完了という複合時制が用いられる
ことは少ない。ところが，シングの詩には複合時制はかなり屡々用いられてお
り，39例を数える。これは使用されている時制の約8劣にあたる。本来，英語
には「現在」と「過去」の2つの時制しかなかった（cf　Cu㎜e肋1伽p．
354）のであるから，英詩において「現在」，「過去」という単一時制simple
tenseが好まれるのは，一種のarchaismとみることができる。これに対し，シ
ソグの詩に複合時制が多く用いられているということは，シングの詩のCollo－
qu1a11smを示すものと言ってよかろう。次に例としてτ加0舳∫∫舳r手抜
かり」という詩を挙げておく。
Today　you乃ω2肋まo〃∂and加”1〃my　head
1物〃2まα別g免まme　to　see　you　and　love　you　apart
But　you肋砂θmt力惚勿舳the　words　I　said
You加砂2mt〃〃舳〃me　the　life　of　my　he趾t
今目，お前は教えさとし，私の頭を癒してくれた
お前を見ることと，愛することは別だと教えてくれた
でも，お前は私の言った言葉を許してはくれなかった
私の心の命を取り戻してはくれなかった
3拡充時制　E理anded　te㎜e
270
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　153
拡充時制，っまり，進行形prOgressivefomも，複合時制と同様，英詩に
おいては用いられることは比較的少なく，その代りに単一時制が使用されるこ
とが多い。Sweet（W．κ．α§§2203～9）によると，拡充時制は既に0Eに若
干の例が見出されるが，これらの殆どはラテソ語からの翻訳の中で使用されて
いる。MEには，拡充時制はごく稀にしか見当らない。拡充時割が盛んに用い
られるようになり，単一時制との分化を生じたのはMod．Eになってからの
ことである。特に現代の散文では非常に頻繁に用いられていて，現代英語の一
っの特色となっている。このような歴史的背景から考えてみると，拡充時制の
代りに単一時制を用いることはarchaismということになる。シソグはかれの
詩の中で，拡充時制を17例（4劣）とかなり多く用いている。この拡充時制の
使用が，複合時制の使用と同じく，かれの詩のc0110quia1is㎜を生み出してい
る一つの要素となっているように思われる。
　ツングの詩の中に，散文ではふつう拡充時制を用いるべきところを，単一時
制を用いている次のような例がある。My　arms　are　round　you，and　I　lean／
Against　you，while　the1ark／S伽邸over　us，…（To肋θ0α桃ψαθ伽閉）。
SingSは散文ならiS　Singingとたるところであろう。しかし，このような例
は他には見当らないようである。
　シソグの詩で，拡充時制がどのように用いられているか，例として次に肋
s抄伽g「春に」という詩を挙げておく。
Budsα〃ψ2〃〃g　their1ips　to　the　South
Sparrowsα〃μ〃刎伽8their　mates　on　the　sill
Lo∀ers”7艀1α〆〃9red　mouth　to　nlouth
Maidensακ吻”g加g　their　smocks　with　a　fri11
蕾は南に向げてその屠を開き始めている
雀は窓辺で伸間の羽をなでている
恋人たちは赤い口と口を重ねている
娘たちは仕事着にひだぺりをつげている
2？1
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　4関係代名詞　Relati▽e胆0nOms
　関係代名詞を用いた節の中で，その最初に位置する関係代名詞が省略される
ことがある。今日の英語で関係代名詞の省略が許されているのは，関係代名詞
が目的語（目的格）になっている場合，または目的語と類似の位置をとる場合
一即ち補語になっている場合一に隈られているが，シングの詩では，主語
になっている関係代名詞（主格）も屡々省略されている。
　But　there　are　mini㎝s　I’d　forget／〈Wil1have　their　Iaugh　at　passing　me、
（1’粥丁〃吻〃0〃肋S）
　It　was　a　Homey〈spoke（肋〃〃ψ”肋ψ〃）
　I’ve　si1ken　strings〈would　draw　a　dance／From　girls〈are1ame　or　shy
（B牲1舳｛s乃）
　These　are　rotten，so　you’re　the　Queen／Of　au〈are　1iving，or　have　been，
（Q惚醐∫）
　In　days〈Passed　away（Hゐハ〃2）
　第1例と第2例のように，there　is，here　is，it　is，that　isで導かれる文の
あとでは，今日の口語表現においても，主格の関係代名詞が省略されることが
ある。上に挙げたような主格の関係代名詞の省略構文は，シングの詩のみなら
ず，一般の英詩に広く用いられている。詩に隈らず，18世紀以前には散文にも
よく用いられた構文であるので，今日，詩でこの省略穣文を用いるのはarcha－
iSmと言えるであろ㌔しかし・シングの場合・かれの戯曲においても非常に
多くこの省略構文が用いられており（丁肋Wθ”ゲ伽Sα”sでは54例，丁加
P吻あ0ツψ肋θ耽召8伽閉W0γ”の中では82例），シソグのAnglo－Irishの
一っの特徴を構成していることを考え合せてみる時，この省略構文はシソグの
戯曲・詩に共通する特徴であり，シソグの詩におげるAng10－Irishの語法と考
えることもできるのではなかろうか。
　シソグの詩の中で，この省略構文は12例（その中で，there　is，it　isなどで導
かれる文のあとでの省略が4例）ある。これに対して，主格の関係代名詞が省
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略されていない文は18例あり，その比率は2：3ということになる。この比率
はτ加W2〃ψ伽Sα伽おでは大体2：1，丁加P1幼〃ψ肋θ肌s妙〃
凧0〃では7：1となっており，戯曲では，省略されている方が多くなって
いるo
　なお，シソグの詩の中で使用されている主格の関係代名詞では，thatが一
番多く，11例を数え，次いでwhoの7例となっており，whichは1回も使用
されていない。W2〃ではthatが12回，whoが11回，1〕1αψηではthatが
8回，w血oは4回使用されているが，whichは両着の中でも一度も使用され
ていない。こう見てくると，関係代名詞の用法に関しては，シソグの詩と戯曲
では，その使用傾向の特色がほぽ完全に一致していると言ってよいようである。
　シングは1908年にイエイツにあてた手紙の中で，r今まで間違った＜詩の用
語＞というものがあったように，昔から，そして今日も，間違った＜詩の材
料〉がある。詩歌が，偉大な詩でさえも，生きながらえ得るとするなら，それ
は人生全体を被うものでなげれぱならない」（…that　as　there　has　been　a
fa1se’poetic　diction’there　has　been　and　is　a　fa1se‘poetic　materia1’．That
if　verse，even　great　verse　is　to　be　alive　it　must　be　occupied　with　the
whole　of　life）帽1と述べている。また，シングは詩集の序文の中で，詩の「花」
（flower）より，泥の中に根を張った詩のr材木」（timber）の方が，蓬かに強
靱た命を持つものであると述べ，更に，「詩歌が再び人間的になり得る前に，そ
れはまず野獣的であることを学ぱなけれぱならない」（before　verse　can　be
human　again　it　must1eam　to　be　brutal）㈹と宣言し，r気品高い詩」（the
exaltedpoetry）を排して，r実生活の詩」（the　poet町of　rea11ife）を目指
した。このようなかれの詩作に対する根本的姿勢から，かれの詩の言語と文体
一cOmmon　wOrdsを基盤としたcol1oquia1ism一が生れたものと思われ
るo
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終りに，シソグのr実生活の詩」の一っを掲げておく。
　　　　丁加Pα∫s幼9ゲ肋θ8加θ
　　　助〃如・脇9”伽ゲλ．且’∫ク肋㈱
　　　Adiew，sweet　Allgus，Maeve　and　Fand，
　　　Ye　plumed　yet　skinny　Shee，
　　　That　poets　played“dth　hand　in　hand
　　　To　1ea1＝n　tlleir　ecstasy．
We’n　search　in　Red　Dan　SaIIy’s　ditch，
And　drink　in　Tubber　faiη
Or　poach　with　Red　Dan　Phiuy’s　bitch
The　badger　a皿d　the　hare．
　　シ　イ　の　死
　A．且の絵の一枚を見たあとで
さらぱだ，麗しいアソガス，メーヴ，ファンドよ，
着飾ってはいるが，やせこけたシイよ，
詩人が歓喜を求めて
手に手をとって，たわむれた者たちよ。
　　　わたしらは，赤毛のダソ・サリーのどぷをさらおう，
　　　そして，タバーの縁目で酒を飲もうo
　　　赤毛のダソ・フィリ｝の牝犬と一緒に
　　　あなぐまや野うさぎを適い求めよう。
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